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令和 7 年 

食育だより 

お米は日本人にとって主食であり、古来から神事や祭事において中心となる

（毎月19日は食育の日） 野田市立北部中学校 

10月号 

給食のご飯の量には、学年ごとの目安があります。ふだん家で食べている量と比べてみましょう。

目安はありますが、食べられる量は人それぞれ違います。学校では給食当番の子どもたちが盛り付

けた後、減らしたり増やしたりして自分に合った量を残さず食べるよう指導しています。 

北部中のホームページに給食の写真をのせています。盛付量も参考にしてください。 

 

10 月 16 日は「世界食料デー(World Food Day)」。 

国連が制定した、世界の食料問題について考える日です。 

世界では、すべての人が十分に食べられるだけの食料が生産され

ているにもかかわらず、飢餓の問題はまだ解決されていません。

さらに近年の紛争や異常気象、経済の悪化などで世界では 6 億

7,300 万人（2024 年）が飢餓に直面しているそうです。 

一方、まだ食べられるのに捨てられてしまう食べ物のことを

「食品ロス」といいますが、日本ではこの食品ロスが、

2023(令和 5)年度で年間 464 万トンと推定されています。1 人当

たりにすると 1 日約 102g、1 年で約 37kg にもなるそうです。 

この機会に、私たちが毎日食べているものはどこから来ているの

かについてよく知り、自分たちが食べ物をむだにしないためにどう

するべきかを考えてみませんか。 

重要な作物でした。しかし、1 人当たりの年間消費量は 1962(昭和 37)年度の 118.3 ㎏を

ピークに 2022(令和 4)年度は 50.9 ㎏まで減少しています。さらに昨年からの米価格の高騰

も社会に大きな影響を及ぼしています。給食のご飯は、１０月から野田市産新米になります。 

お米の大切さやよさをあらためて見直してみましょう。 

10 月 27 日〜11 月 9 日は「読書週間」です。これに合わせ、「読書週間コラボ献立」と

して学校の図書室にある本の内容にちなんだ料理が登場します。この機会にますます読書に

親しみ、心も栄養もたっぷりにしていきましょう。 

 
さて、第１回目（27 日）の献立コラボは、『朝ご飯』です。 

『朝ご飯』は、頑張りすぎずに簡単に作れて栄養がとれる献立が紹介されて

います。図書室には、朝ご飯を扱った本が多くあります。こちらは、イラス

ト、写真付きで、わかりやすいです。休日に作ってみてはいかがでしょう。 

 

 

 

 

第 2 回目（28 日）の献立コラボは、『ひと』です。 

大学生がおばあちゃんにコロッケを一個、譲ったことから

展開していく、激しく胸を打つ、傑作青春小説!です。 

作者は、千葉県出身です。 

 

第 3 回目（29 日）の献立コラボは、『ゆきうさぎのお品

書き』です。ある事情から極端に食が細くなってしまった大

学生。春のある日、貧血で倒れたところを、小料理屋「ゆき

うさぎ」を営む青年に助けられ、彼の料理を食べて元気を取

り戻したところからはじまります。いろいろな料理が出てく

るので、読んでいるうちに、その料理を食べたくなる本です。 


